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町
は
、
日
常
生
活
で
重
度
の
要
介
護
状

態
に
あ
る
高
齢
者
を
在
宅
で
常
に
介
護
し

て
い
る
家
族
の
精
神
的
・
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
家
族
介
護
者
手
当
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
申
請
し
て

い
な
い
人
で
対
象
要
件
に
当
て
は
ま
り
、

受
給
を
希
望
す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
対
象
者
は
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
同
居
家
族
に
限
り
ま
す
。

■
対
象
者　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

を
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族

❶
平
成
26
年
４
月
１
日（
基
準
日
）現
在
、

本
町
に
居
住
し
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人

❷
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月

31
日
に
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ず
、

医
療
保
険
に
よ
る
入
院
が
90
日
未
満
の

人（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
利
用
が
90
日
未
満
の
人
）

❸
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
、
平
成
25

年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
継
続
し
て
要

介
護
４
ま
た
は
５
と
判
定
さ
れ
た
人

■
支
給
額　

１
世
帯
当
た
り
10
万
円

■
申
込
期
限　

11
月
28
日（
金
）

在
宅
で
要
介
護
４
・
５
の
人
を
介
護
し
て
い
る

同
居
家
族
の
人
は
手
当
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

問 

介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係　

☎（
２
３
２
）２
５
０
８

　

町
は
「
菊
陽
町
あ
き
地
に
繁
茂
し
た
雑

草
等
の
除
去
に
関
す
る
条
例
」
で
生
活
環

境
の
保
全
と
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
雑
草
な
ど
が
繁
茂
し
、

▼
枝
葉
な
ど
の
隣
接
地
へ
の
越
境
▼
害
虫

の
発
生
▼
ご
み
の
不
法
投
棄
の
誘
発
▼
道

路
の
見
通
し
遮
へ
い
に
よ
る
交
通
事
故
の

誘
発
▼
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
▼
周
辺
へ
の
種

子
の
飛
散
な
ど
が
生
じ
ま
す
。
防
犯
や
美

観
上
の
問
題
の
他
、
冬
期
に
は
枯
れ
草
火

災
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
所
有
者
は
適
切
な

対
応
と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
有
地
の
雑
草
な
ど
は
取
り
除
き
ま
し
ょ
う

問 

環
境
生
活
課　

環
境
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

在宅重度心身障害者介護者
手当の申請を受け付けます
　常に介護が必要な重度障がい者・障がい児を自宅
で介護している人に介護者手当を支給します。
■対象となる障がい者・障がい児
❶65歳未満の人で身体障害者手帳１種１級を持ち、
障害支援区分５または６に相当する人
❷身体障害者手帳１種１級を持つ全盲の人
❸療育手帳Ａ１を持っている人
■対象となる介護者
❶平成26年11月１日（基準日）に本町に居住し、住
民基本台帳に記載されている人
❷平成25年11月１日～平成26年10月31日のうち
９カ月以上を障がい者・障がい児と同居し介護し
ている人
■申請期限　11月28日（金）
■申請場所　福祉課
■必要なもの　身体障害者手帳または療育手帳、印
鑑、介護者の振り込み希望預貯金通帳
■申し込み・問い合わせ
　福祉課　障がい福祉係　☎（232）4913

コミュニティ助成事業で
中代区に公民館備品を整備

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュ
ニティ助成事業で、公民館備品（会議テーブル、折り畳み椅子、
電子黒板、プロジェクターなど）が中代区に整備されました。
　このコミュニティ助成事業は、宝くじ社会貢献広報事業費
を財源として財団法人自治総合センターが助成決定を行うも
のです。
　今後の中代区のコミュニティの活性化が期待されます。

■問い合わせ
　総務課　総務法制係　☎（232）2111

▲草が道路にはみ出してい
　る様子

婚
夫
婦
表
彰
式
が
９
月
12
日
、
菊

陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
で
金
婚
夫
婦
表
彰
を
受
け
た

の
は
、
昭
和
39
年
に
結
婚
し
た
49
組
の
皆

さ
ん
で
す
。

　

金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
、
町
は
山
口
佐

知
男
さ
ん
・
清
子
さ
ん
夫
婦（
ひ
ば
り
ヶ

丘
）に
、
熊
本
日
日
新
聞
社
は
西
園
弘
さ

ん
、
智
佐
子
さ
ん
夫
婦（
南
八
久
保
）に
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

金
婚
夫
婦
作
文
発
表
で
は
、
髙
木
厚
さ

ん（
古
閑
原
）が
苦
労
を
乗
り
越
え
共
に
歩

ん
で
き
た
50
年
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、

妻
の
紀
美
子
さ
ん
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
矢
野
誠
也
さ
ん
・
光
世
さ
ん

夫
婦（
辛
川
）が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

婚
夫
婦
表
彰
式
が
９
月
12
日
、
菊

陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

共
に
歩
ん
で
50
年

金
婚
夫
婦
表
彰
式

１_妻・紀美子さん（右）に感謝
の言葉を述べた夫・髙木厚さん
（左）。これからも支え合い人生
を全うすると誓う　２_大正琴
を奏でる琴名流旭真会の皆さん
３_笑顔あふれる金婚式

金

1２３３

４

５

▲宝くじの助成金で整備した会議テーブルと電子黒板

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

氏　名 行政区
井口
辛川
辛川
辛川
道明
馬場楠
馬場楠
戸次
中代
中代
中代
中代
大堀木
大堀木
新山
境の松
杉並台
青葉台
青葉台
古閑原
柳水
柳水
馬場
馬場
馬場

氏　名 行政区
髙山　忠　・トヨミ
島田　美寛・ 清子
生山　正博・美智子
矢野　喜章・ 芳子
相馬　求　・ 益子
佐渡原　光・ 光子
宮田　一德・れい子
福本　勝已・サカヱ
城　喜久雄・ 麗子
山口佐知男・ 清子
伊佐坂昌義・カシ子
石坂　孝行・ 滿子
松村　正巳・キミ子
岡本　昭三・ 利子
坂田　隆成・喜美子
大竹　立並・ 和子
森川　富廣・サナエ
梅原　訓美・ 淑子
野坂　守　・ 弓子
藤本　辰義・八代美
安永　義次・ 節子
高田　孝峯・由紀子
木本　照雄・サヨミ
西園 弘・智佐子

馬場
鉄砲小路
鉄砲小路
鉄砲小路
新町
南方
宮ノ上
宮ノ上
宮ノ上
ひばりヶ丘
あさひヶ丘
上津久礼
上津久礼
上津久礼
下津久礼
下津久礼
緑ヶ丘
三里木

武蔵ヶ丘４町内
武蔵ヶ丘５町内
武蔵ヶ丘７町内
向陽台
南八久保
南八久保

弓削　清治　・ 弘子
酒井　立身　・かよ子
矢野　誠也　・ 光世
矢野　又男　・ 市子
曽我三智男　・ジミ子
野村　茂勝　・ 春子
緒方　利一　・キヨノ
福本　𠮷則　・百合子
藤本　重敏　・ハルミ
内村　廣幸　・シマエ
西本　貞丸　・トミエ
橋本　定光　・サチヱ
舟津　生二　・ 秀子
髙木　昭信　・一二三
酒井　良一　・サトエ
吉野　満治　・ 君代
古原　繁美　・ 章子
日下部美喜男・ 崟子
原田　隆介　・ 洋子
髙木　厚　　・紀美子
東　　憲治　・ 陽子
宮川　洋　　・ 咲子
井芹　逸男　・ミサ子
瀨戸山充久　・由美子
黒木　正光　・ 郁子

４_優貴保育園の園児が『幸せ
なら手をたたこう』を歌いお祝
いする　５_「今日の素晴らし
い金婚式を共に迎えられ感謝し
ています」と謝辞を述べる矢野
誠也さん・光世さん夫婦


